
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 会場 ： 宝塚市立男女共同参画センター・エル 

（阪急宝塚駅すぐ ソリオ２･４階 裏面参照） 

● 定員 ： 各回 40人 〔 要予約・自由席 〕  

● 保育 ： 10人（1歳～就学前まで） 無料･要予約 

         保育締切 12／9 

※申込みにあたってお預かりする個人情報は本講座以外の目的で使用することはありません。 

● 申込み ： 11／4（金） 9:00～   

電話 （0797-86-4006）、 

窓口、センターHPにて受付。 

＊ 先着順 ＊ 

宝塚市立男女共同参画センター・エル 令和４年（2022 年）度 
市民力開発講座 

映画上映・トーク 

（※各回 15 分前開場予定） 

 

ホームページ 

東京生まれ。戦後女性バンド「ウエスタン・ローズ」で活躍後、舞台女優を経て、映
画プロデューサーに。実写版「はだしのゲン」、「春男が翔んだ空」、「裸の大将放浪記」
など数多くの映画を製作・公開した。初の監督作品としては、アニメ映画「エンジェ
ルがとんだ日」がある。これは重度の知的障がい者である長女とともに歩んできた半
生を題材としたもの。「石井のおとうさんありがとう」は平成 17 年度児童福祉文化賞
を受賞。著書には「トマトが咲いた」があるが、これは娘 2 人を育てながら、 映画の
プロデューサーとしてがんばってきた泣き笑いの 29 年間をまとめたもの。他に「嫁見
る火砂子さん石井十次を撮る」。また学校・施設・イベント等で、福祉、教育、子育て、
平和など幅広いテーマで講演活動も行っており、実績も豊富である。平成 22 年 日本
映画テレビプロデューサー協会功労賞受賞。同年、第 55 回映画の日執行委員会表彰。
平成 23 年、児童福祉文化賞 特別部門賞受賞。 

これからの女性は、使命を持って生きてください。 

使命とは、命を使うことです。 

自分の命は、自分で使うのです。   ― 矢嶋 楫子 

©現代ぷろだくしょん 

監督・ゼネラルプロデューサー 山田 火砂子さん 

原作：三浦 綾子 主演：常盤 貴子 [2022 年／日本／110 分／現代ぷろだくしょん] 



 

 

 

 

 

（駐車場はありませんので、公共交通機関でお越しください。） 

 

宝塚市立男女共同参画センター・エル 
指定管理者 NPO 法人女性と子どものエンパワメント関西 

 
宝塚市栄町 2－1－2「ソリオ 2」4 階  

電話：0797-86-4006 FAX：0797-83-2424 

https://www.takarazuka-ell.jp/ 

宝塚市立男女共同参画センターでは、新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインに
沿って、講座・講演会を開催いたします。  
〇当日体調の悪い方、体温が 37.5℃以上ある方はご参加いただけません。 

  あらかじめご自宅で体温をチェックしてからご来館ください。 
 〇参加される方はマスクの着用をお願いいたします。 
 〇利用時は、適宜手洗い・手指のアルコール消毒に 

ご協力ください。 
 ○講座中に換気の時間を設けます。 

禁酒・廃娼・一夫一妻制・新しい女子教育… 

江戸後期から大正まで生き抜き、一途に 

女性の地位向上を目指した生涯 

矢嶋楫子とは 

70 代の矢嶋楫子 署名簿を手にする 
矢嶋楫子(1912)年 

1910 年頃の女子学院 
 (新グラハム部寄宿舎) 

１８３３年、洗濯のたらいも男女で分けるなど、男尊女卑の社会の中、現在の熊本県に矢嶋楫子は生まれました。 
２５歳の時に結婚をした武士の夫は酒乱で、抱いている女の赤ん坊に向けて小刀を投げるなど、家族への度重なる 
乱暴に身の危険を感じた楫子は、末の子を連れて家出し、離縁状を叩きつけます。離縁後、上京して小学校の教員に 
なった楫子は、ミセス・ツルー(Maria T. Pitcher True[1840-1896])というアメリカ人の女性宣教師から、 
女学校の校長先生の仕事をすすめられ、現在もある女子学院の院長となります。⼀夫⼀婦制、婦人参政権、禁酒、 
廃娼運動など、多くの活動に関わり、９０歳のときにはアメリカで世界平和を強く訴えました。天保時代に生まれ、 
明治大正という、女性が一人の人間として尊重されることのなかった時代に、女子教育に力を注ぎ、女性解放運 
動に生涯を捧げた矢嶋楫子の生涯を描きます。 
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・1833(天保 4)年 
 肥後(現:熊本県)の益城町一帯を治める惣庄屋の矢嶋家 
の六女として生まれる。 

・1858(安政 5)年・25 歳 
 兄・直方の勧めにより、横井小楠門弟の林七郎と結婚。 
・1868(明治元)年・35 歳 
 夫の暴力や酒乱により離婚。矢嶋家に復籍する。 
・1872(明治 5)年・40 歳 
 兄の看病のため上京。その途上、かつ子から「楫子(かじ 
こ)」と改名する。兄のもとに住み小学校教員伝習所に学 
ぶ。 

・1873(明治 6)年・41 歳 
 小学校教員伝習所を卒業し、小学校の教員となる。 
・1875(明治 8)年・43 歳 
 書生である鈴木要介との間に娘・妙子を出産。農家に預 
ける。 

・1879(明治 12)年・47 歳 
 宣教師であり教育者のツルー夫人の影響によりキリスト 
教に入信し受洗。 

・1886(明治 19)年・54 歳 
 「日本キリスト教婦人矯風会」を設立し、初代会頭に就 
任。元老院への「一夫一婦制」の建白書提出をはじめと 
し、婦人参政権、廃娼・禁酒運動、男女同権等に尽力す 
る。 

・1890(明治 23)年・58 歳 
 キリスト教系女学院二校を合併(現女子学院)を創立。 
 初代校長となる。 
・1922(大正 11)年・89 歳 
 ワシントン平和会議に出席し、その功績を讃えられハー 
ディング米大統領より記念の花器を贈られる。 

・1925(大正 14)年・93 歳 
 死去。従五位勲五等に叙される。 


